
○結婚・妊娠・出産に関する調査
　本県の合計特殊出生率は、1.32と、全国平均の1.42を下回っているが、内閣府の実施
した「結婚・家族形成に関する意識調査」によると、全国では、結婚を希望する人の割合は
77.7％、また、希望する子どもの数は2.2人であり、傾向としては、本県在住者を抽出し
た場合でも、全国とほぼ同様となっている。
　一方、昨年度及び今年度、本県で大学生を対象に実施した「妊娠・出産に関する正しい知
識を普及するためのセミナー」におけるアンケートで、「晩婚」「未婚」が増えている理由とし
ては、「仕事（学業）に打ち込みたいから（62.1％）」という回答のほか、「経済的な余裕がない
から（48.5％）」と将来の生活を心配する回答が多くあった。
　また、今後、子どもを持とうと考えた場合に求める条件としては、「働きながら子育てが
できる環境にあること（57.0％）」、「配偶者の家事・育児への協力が得られること（44.0％）」、
「地域の保育サービスが整うこと（43.6％）」などが挙げられている。

（３）
県民の希望

（アンケート調査より）

Ⅰ　千葉県の人口の状況分析

◆結婚・家族形成に関する意識調査
　　　◦結婚を希望する人の割合：国	77.7％　県	75.4％
　　　◦理想の結婚年齢：国	27.7歳　県	27.3歳
　　　◦希望する子どもの数：国	2.2人　県	2.2人
【備考】◦平成26年12月　国実施　回答数2,643人（うち本県在住者123人）

◆妊娠・出産に関する正しい知識を普及するためのセミナーにおける参加者アンケート
　　　○「晩婚」「未婚」が増えている理由として考えられるもの（複数回答）
　　　　◦仕事（学業）に打ち込みたいから：62.1％
　　　　◦経済的に余裕がないから：48.5％
　　　　◦独身の自由さや気楽さを失いたくないから：44.3％
　　　　◦結婚の必要性を感じていないから：40.3％
　　　　◦異性と知り合う（出会う）機会がないから：35.3％
　　　○今後、子どもを持とうと考えた場合、求める条件（複数回答）
　　　　◦働きながら子育てができる環境にあること：57.0％
　　　　◦配偶者の家事・育児への協力が得られること：44.0％
　　　　◦地域の保育サービスが整うこと（保育所や一時預かりなど）：43.6％
　　　　◦健康上の問題がないこと：32.6％
　　　　◦雇用が安定すること：29.1％
【備考】◦平成26年度、27年度　県実施　回答数818人　◦大学生対象
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○本県から転出した女性を対象とした調査
　本県から転出した女性を対象に、千葉県への再居住に関するアンケートを行ったところ、
53.1％が本県への再居住希望を持っているという結果が出た。
　この結果を受け、アンケート回答者を対象に、本県への再居住希望の理由や再居住希望の
ない理由、住まいを選ぶ際に重視する点等について追跡調査を行ったところ、再居住希望の
理由としては、「交通利便性が良いから」、「家族や親戚、知人、友人のいる環境で暮らした
いから」、「都会に近いから」が上位に挙げられており、子どもを持つ層については、上記の
ほか、「商業・レジャー施設が充実しているから」、「子育て環境が充実しているから」の回答
が多かった。
　一方、本県への再居住希望がない理由としては、（今住んでいるところの方が）「交通利便
性がいい」、「都会に近い」といった理由が上位となっている。
　なお、再び千葉県に住むことを検討する場合、自治体の取組で必要なこととして、「『子育て』
に関する取組」では、「保育サービスの充実（延長保育など）」、「待機児童の解消」、「子ども医
療費助成制度の拡大」が重要視されており、「『教育』に関する取組」では、「教育水準の高さ」、
「いじめ等に対する相談機能の充実」、「少人数学級によるきめ細かい教育環境づくり」が重要
視されている。また、「『医療・高齢者福祉』に関する取組」では、「救急医療体制の充実」、「か
かりつけ医体制の整備」、「産科・小児科医療の充実」が重要視されている。

◆人口減少・少子高齢化に対応した施策検討に係る調査
　　　○本県から転出した女性のうち、本県への再居住意向を持つ人の割合
　　　　◦千葉県にふたたび「とても住みたい」：23.7％
　　　　◦千葉県にふたたび「やや住みたい」：29.4％
　　　○将来ふたたび千葉県に住みたいと思う理由（複数回答）
　　　　◦別表４のとおり
　　　○将来ふたたび千葉県に住みたいと思わない理由（複数回答）
　　　　◦別表５のとおり
　　　○再び千葉県に住むことを検討する場合、自治体の取組で必要なこと（複数回答）
　　　　「『子育て』に関する取組」
　　　　　　◦保育サービスの充実（延長保育など）：43.7％
　　　　　　◦待機児童の解消：35.7％
　　　　　　◦子ども医療費助成制度の拡大：28.3％
　　　　　　◦ワークライフバランスの推進：24.5％
　　　　　　◦子育て情報提供体制の整備：17.0％
　　　　「『医療・高齢者福祉』に関する取組」
　　　　　　◦救急医療体制の充実：55.8％
　　　　　　◦かかりつけ医体制の整備：42.3％
　　　　　　◦産科・小児科医療の充実：39.8％
　　　　　　◦高齢者向け施設サービスの充実：19.2％
　　　　　　◦地域で高齢者を支える体制の整備：15.1％
　　　　「『教育』に関する取組」
　　　　　　◦教育水準の高さ：37.6％
　　　　　　◦いじめ等に対する相談機能の充実：36.5％
　　　　　　◦少人数学級によるきめ細かい教育環境づくり：24.7％
　　　　　　◦学校施設の充実、耐震化の促進：18.7％
　　　　　　◦道徳教育の充実：17.9％
【備考】（平成26年10月　県実施　回答数1,000人）
　　　	（平成27年6月　追跡調査実施　回答数364人）
　　　	（本県から転出した女性対象）

53.1%

千葉県人口ビジョン
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別表４　将来ふたたび千葉県に住みたいと思う理由

別表５　将来ふたたび千葉県に住みたいと思わない理由

回
答
数	

（n）

交
通
利
便
性
が
良
い

家
族
や
親
戚
、
知
人
、
友
人
が
い
る

都
会
に
近
い

住
み
慣
れ
た
土
地

住
宅
価
格
・
家
賃
が
適
当

商
業
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
充
実

土
地
や
家
屋
を
も
っ
て
い
る

自
然
が
豊
か

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
が
良
い

職
場
・
学
校
に
近
い

子
育
て
環
境
が
充
実

医
療
環
境
が
充
実

就
職
先
が
充
実

教
育
環
境
が
充
実

福
祉
環
境
が
充
実

近
所
付
き
合
い
が
盛
ん

全体 179 40.8 29.1 26.3 24.6 21.8 20.1 17.9 14.0 11.7 7.3 7.3 4.5 2.8 2.2 1.7 1.7

年
齢

20歳代 41 46.3 24.4 26.8 36.6 22.0 7.3 19.5 9.8 14.6 4.9 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 -

30歳代 80 33.8 33.8 22.5 21.3 25.0 27.5 16.3 11.3 7.5 8.8 11.3 5.0 3.8 1.3 1.3 2.5

40歳以上 58 46.6 25.9 31.0 20.7 17.2 19.0 19.0 20.7 15.6 6.9 5.2 5.2 1.7 3.4 1.7 1.7

就
業
・
就
学

フルタイム就業 72 34.7 26.4 26.4 31.9 27.8 12.5 22.2 13.9 13.9 8.3 4.2 - 2.8 2.8 2.8 1.4

パートタイム就業 33 36.4 36.4 24.2 33.3 18.2 33.3 18.2 9.1 3.0 6.1 12.1 6.1 - 3.0 - -

無職・専業主婦・学生 74 48.6 28.4 27.0 13.5 17.6 21.6 13.5 16.2 13.5 6.8 8.1 8.1 4.1 1.4 1.4 2.7

家
族
構
成

一人暮らし等 35 42.9 25.7 28.6 25.7 22.9 14.3 31.4 17.1 8.6 5.7 - - - - 5.7 2.9

夫婦のみ 60 43.3 31.7 26.7 26.7 26.7 18.3 18.3 18.3 15.0 8.3 1.7 5.0 - 1.7 1.7 -

二世代同居（親と子） 79 36.7 30.4 25.3 22.8 17.7 24.1 12.7 10.1 8.9 7.6 13.9 6.3 6.3 3.8 - 2.5

三世代同居（祖父母と親と子） 5 60.0 - 20.0 20.0 20.0 20.0 - - 40.0 - 20.0 - - - - -

子
ど
も
の
属
性

子どもはいない 104 42.3 30.8 26.0 28.8 25.0 18.3 22.1 16.3 11.5 7.7 1.0 2.9 1.9 1.0 2.9 1.0

就学前 47 38.3 31.9 25.5 21.3 19.1 12.8 17.0 8.5 8.5 6.4 12.8 6.4 4.3 2.1 - 4.3

小中学生 23 39.1 13.0 26.1 13.0 8.7 47.8 8.7 17.4 13.0 4.3 30.4 4.3 - 8.7 - -

高校生以上 6 33.3 33.3 33.3 50.0 - 16.7 - 16.7 - - - - - 33.3 - -

回
答
数	

（n）

今住んでいるところの方が（今住んでいるところに）

交
通
利
便
性
が
い
い

都
会
に
近
い

土
地
・
家
屋
を
も
っ
て
い
る

商
業
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
充
実

職
場
・
学
校
に
近
い

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
が
良
い

親
戚
、
知
人
、
友
人
が
い
る

医
療
環
境
が
充
実

自
然
が
豊
か

住
み
慣
れ
て
い
る

住
宅
価
格
・
家
賃
が
適
当

子
供
の
教
育
や
親
の
介
護
等
、
家
族

の
事
情

子
育
て
環
境
が
充
実

就
職
先
が
充
実

福
祉
環
境
が
充
実

近
所
付
き
合
い
が
盛
ん

教
育
環
境
が
充
実

そ
の
他

全体 77 42.9 41.6 27.3 26.0 23.4 23.4 19.5 16.9 16.9 15.6 10.4 9.1 9.1 7.8 5.2 5.2 2.6 7.8

年
齢

20歳代 9 11.1 33.3 22.2 11.1 22.2 11.1 22.2 - 22.2 22.2 22.2 - 22.2 - 11.1 - 11.1 -

30歳代 29 44.8 41.4 27.6 27.6 27.6 27.6 13.8 17.2 13.8 10.3 10.3 13.8 10.3 6.9 - 6.9 - -

40歳以上 39 48.7 43.6 28.2 28.2 20.5 23.1 23.1 20.5 17.9 17.9 7.7 7.7 5.1 10.3 7.7 5.1 2.6 15.4

就
業
・
就
学

フルタイム就業 21 42.9 42.9 23.8 14.3 42.9 14.3 23.8 4.8 19.0 19.0 4.8 4.8 - 9.5 - - - 9.5

パートタイム就業 17 64.7 64.7 29.4 47.1 29.4 41.2 35.3 23.5 17.6 11.8 - 5.9 - 17.6 11.8 17.6 - -

無職・専業主婦・学生 39 33.3 30.8 28.2 23.1 10.3 20.5 10.3 20.5 15.4 15.4 17.9 12.8 17.9 2.6 5.1 2.6 5.1 10.3

家
族
構
成

一人暮らし等 13 46.2 53.8 7.7 23.1 23.1 23.1 15.4 - 23.1 23.1 7.7 - - 7.7 7.7 - - 7.7

夫婦のみ 27 55.6 51.9 44.4 29.6 33.3 22.2 14.8 29.6 11.1 11.1 3.7 7.4 3.7 14.8 3.7 7.4 - -

二世代同居（親と子） 32 31.3 28.1 21.9 25.0 15.6 21.9 25.0 15.6 18.8 9.4 15.6 15.6 12.5 3.1 6.3 6.3 6.3 12.5

三世代同居
（祖父母と親と子） 5 40.0 40.0 20.0 20.0 20.0 40.0 20.0 - 20.0 60.0 20.0 - 40.0 - - - - 20.0

子
ど
も
の
属
性

子どもはいない 47 46.8 46.8 36.2 25.5 27.7 21.3 19.1 19.1 17.0 17.0 6.4 4.3 4.3 10.6 6.4 6.4 - 4.3

就学前 18 27.8 33.3 16.7 27.8 16.7 38.9 22.2 11.1 27.8 11.1 22.2 22.2 22.2 - - 5.6 11.1 -

小中学生 8 37.5 25.0 12.5 25.0 12.5 12.5 - 12.5 12.5 12.5 12.5 37.5 25.0 - - - 12.5 25.0

高校生以上 5 40.0 20.0 - 40.0 20.0 20.0 20.0 40.0 - 20.0 20.0 - - - 20.0 - - 40.0

（単位：％）

（単位：％）

20

（３） 

県
民
の
希
望
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
よ
り
）

Ⅰ
人
口
の
状
況
分
析



○県内在学の高校生・大学生を対象とした調査
　県内在学の高校生・大学生を対象に、将来の進学先・就職先等に関するアンケートを実施
したところ、高校生の41.4％が就職後も県内に住み続けたいとの意向を持っており、進学
希望者のうち39.9％が県内の大学・短大等に進学したいとの希望を持っている。
　また、大学生の40.6％が就職後も県内に住み続けたいとの意向を持っており、44.9％が
県内の勤務地に通いたいと考えている。

○県内で住宅販売を行っている事業者を対象とした調査
　県内で住宅販売を行っている事業者を対象に、居住地としての千葉県の「強み」と「弱み」等
についてヒアリング調査を実施したところ、千葉県の「強み」としては、「地価が安く、安価
な住宅を供給できる」、「潜在的なポテンシャルの高さ」が挙げられた。
　一方、千葉県の「弱み」としては、「交通の利便性」が挙げられたが、「千葉県は、都心から、
実際の所要時間よりも遠いというイメージを持たれている」という意見もあった。

◆千葉県の地方創生に係るアンケート
　　　【高校生】
　　　　◦（進学希望者のうち）県内の大学・短大等に進学したい：39.9％
　　　　◦就職後も千葉県に住みたい：41.4％
　　　　◦県内の勤務地に通いたい：30.4％
　　　【大学生】
　　　　◦就職後も千葉県に住みたい：40.6％
　　　　◦県内の勤務地に通いたい：44.9％
【備考】◦平成27年7月　県実施　回答数　高校生1,164人、大学生799人
　　　◦県内在学の高校生・大学生対象

◆人口減少・少子高齢化に対応した施策検討に係る調査
　　　○千葉県の強み
　　　　◦地価が安く、安価な住宅を供給できる（４社）
　　　　◦潜在的なポテンシャルの高さ（１社）
　　　○千葉県の弱み
　　　　◦交通の利便性（４社）
　　　　◦特になし（１社）
　　　○その他意見
　　　　◦千葉県は、都心から、実際の所要時間よりも遠いというイメージを持たれている。
　　　　◦アクアラインバスによる通勤体制が整備されてきたことも「強み」
　　　　◦商業施設、医療施設も充実しつつある。
　　　　◦	文化の発信が出来ていない。伝統的な素晴らしい文化がたくさんあるが、認識されていない

ため、もっと文化の発信を進めて行くべき。
【備考】◦平成26年11月　県実施　調査対象５社
　　　◦県内で住宅販売を行っている事業者へのヒアリング調査
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